
認
知
症
に
な
る
人
は
増
加
傾
向

　

市
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
、
平
成
31

年
4
月
1
日
現
在
で
２
９
，
６
３
４
人
と
な
っ

て
お
り
、
高
齢
化
率
は
28
．94
％
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
10
月
1
日
現
在
で
、
要
介

護
認
定
者
の
う
ち
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る

の
は
３
，
８
７
８
人
で
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
今
後
も
増
加
し
て
い
く
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

行
方
不
明
者
と
の
関
連
性

　

認
知
症
の
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
行

方
不
明
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
に
市
内
で
発
生
し
た
高
齢
者
の

行
方
不
明
者
捜
索
件
数
は
６
件
で
、
そ
の
う
ち

認
知
症
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
は
約
6
割
以
上

に
上
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
の
1
件
当
た
り
の
平
均

捜
索
日
数
は
２
．
75
日
間
と
な
っ
て
お
り
、
行

き
先
の
予
測
が
難
し
い
認
知
症
高
齢
者
の
捜
索

が
、
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
と
は

　

認
知
症
は
認
知
機
能
の
低
下
に
よ
り
、「
記

憶
障
が
い
」
や
、
自
分
が
い
る
場
所
・
日
付
な

ど
が
分
か
ら
な
く
な
る「
見
当
識
障
が
い
」
を

起
こ
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
一
般
的
に
人
間

の
認
知
機
能
は
65
歳
頃
か
ら
緩
や
か
に
低
下
し

て
い
き
、
機
能
低
下
に
よ
り
生
活
に
支
障
を
き

た
す
前
に
寿
命
を
迎
え
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
こ
れ
に
対
し
認
知
症
の
場
合
は
、
よ
り
早

く
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
認
知
機

能
の
低
下
に
伴
い
、
周
辺
症
状
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
日
常
生
活
動
作
が
低
下
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
き
ま

す
。

　

認
知
症
に
は
様
々
な
発
症
要
因
や
症
状
が
あ

り
、
大
き
く
は
、
男
性
よ
り
女
性
に
多
く
み
ら

れ
る「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」、
脳
卒

中
が
原
因
で
発
症
す
る「
脳
血
管
性
認
知
症
」、

手
足
の
震
え
や
、
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
な
ど
の
症

状
が
出
る「
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
」、
若
年

性
に
多
い「
前
頭
側
頭
型
認
知
症
」
の
４
種
類

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
周
辺
症
状
も
様
々
で
す
。
抑
う
つ
や

無
関
心
に
始
ま
り
、幻
覚
や
妄
想
、不
穏
と
い
っ

た
症
状
か
ら
、
徘
徊
へ
と
段
階
的
に
変
化
し
、

最
終
的
に
は
寝
た
き
り
の
状
態
に
な
り
ま
す
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る

　

認
知
症
を
完
治
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
薬
の
服
用
や
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を

行
う
こ
と
で
、
認
知
機
能
の
低
下
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
方
だ
け
で
な

く
、
そ
の
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
非
常
に
重
要

で
す
。介
護
に
関
す
る
相
談
の
場
で
も
あ
る「
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
な
ど
を
通
じ
て
情
報
共
有
を

行
い
、今
後
の
予
測
を
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
で
、

先
が
見
え
ず
不
安
に
な
っ
て
い
る
家
族
に
光
を

与
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
本
人
と
家
族
が
少
し
で
も
幸
せ
に
過
ご
せ

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
一
緒
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

認
知
症
に
な
り
や
す
い
人

　

趣
味
が
無
い
人
や
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
の

人
は
、
ほ
か
の
人
に
比
べ
て
脳
へ
の
刺
激
が
少

な
く
認
知
症
に
な
り
や
す
い
で
す
。
糖
尿
病
や

高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
を
患
っ
て
い
る

人
や
、
過
度
な
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
、
た
ば
こ
を

吸
う
人
も
認
知
症
に
な
り
や
す
い
の
で
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
加
え
て
、
違
法
な
薬
物
に
は
絶

対
に
手
を
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

認
知
症
を
予
防
す
る

　

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
定
期
的
な

健
康
診
断
の
受
診
や
適
度
な
運
動
を
行
う
こ
と

で
健
康
状
態
を
維
持
し
た
り
、
外
に
出
て
人
と

話
し
脳
を
活
性
化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
ま
た
、
運
動
で
下
半
身
を
鍛
え
る
こ
と

は
転
倒
防
止
に
効
果
が
有
り
、
頭
部
外
傷
性
の

認
知
症
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
と
き
は

　

も
し
も
家
族
や
周
り
の
人
に
認
知
症
が
疑
わ

れ
る
と
き
は
、
早
め
に
主
治
医
に
相
談
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
認
知
症
専
門
の
医
師
で
な
く

て
も
、
医
師
同
士
で
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
主
治
医
が
い
な
い

場
合
は
、
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
近
隣
の
介

護
事
業
所
な
ど
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鹿
屋
市
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

鹿
屋
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
認
知
症
施
策
担
当
理
事

楯た
て

林ば
や
し  

義よ
し

寛ひ
ろ 

医
師
（
桜
ヶ
丘
病
院 

院
長
）

加齢による「もの忘れ」と「認知症」の違い
加齢による「もの忘れ」 「認知症」

出来事の一部を忘れる

もの忘れに気づき思い出そうとする

出来事そのものを忘れる

失くし物を自分で探そうとする

最近会わない人の名前が出てこない

もの忘れに気付かない

失くし物を誰かに盗られたと感じる

よく会う人の名前が出てこない

鹿屋市の高齢化率と認知症高齢者の推移

認知症の種類別発症割合

アルツハイマー型
認知症（67.6％）

脳血管性認知症
（19.5％）

レビー小体型
認知症（4.3％）

前頭側頭型
認知症（1.0％）

※厚生労働省資料「認知症の基礎～正しい
　理解のために～」から引用

その他の
認知症（7.6％）
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認知症高齢者数 高齢化率

3,013
3,484 3,629 3,674 3,655 3,803 3,878

4,490 4,72525.8 26.3 26.8 27.4 27.9 28.2 28.9 29.9 31.7早
め
の
相
談
が

と
て
も
大
切
で
す
。

（％） （人）

心
　認知症は誰にでも起こりうる身近な病気です。2025 年には 65 歳以上の約５人
に１人が認知症になるといわれ、市内でもその数は増加傾向にあります。
　ここでは、市内の現状を知るとともに、介護事業所や専門家、関係機関などの
話を通して認知症への理解を深めます。

に寄り添う
認知症を知る

認知症専門医に聞きました

認知症高齢者が行方不明になった市内での事例

経過 内容

行方不明発生
午前中、同居家族に行き先を告げ外出。夜遅くになって
も帰宅しなかったため、家族から警察に捜索願を提出

捜索の開始
（行方不明翌日）

警察から市役所に協力要請。捜索本部が設置され、警察、
消防、町内会等による捜索を開始
※以降３日間に渡り捜索を続ける

行方不明発生
から５日後

夕方、近隣住民が発見・保護
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